
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 火 休館
2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月 休館 休館
8 火 休館
9 水

10 木

11 金

12 土 　　　　きのこの子 　　　　もこもこ
13 日

14 月 休館 休館
15 火 休館
16 水

17 木

18 金

19 土 　　　　
20 日

21 月 休館 休館
22 火 休館
23 水

24 木

25 金 　　　　おひさまの会
26 土 　　　　おひさまの会 　　　　
27 日

28 月

29 火

30 水

31 木

　　おとなのギモン　なぜ？ふしぎ… クリスマス 　　　　　　　ぽかぽか冬じたく

年末年始　休館
１２月２８日～１月５日

年末年始　休館
１２月２８日～１月４日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１５年１２月１日 第３６号）
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中央図書館☎33-1040 犀川図書館☎42-3330 勝山図書館☎32-3455

中央図書館の隣にあるみやこ町歴

史民俗博物館が、11月２２日にリ

ニューアルオープンしました。町出

身でドイツ文学者の小宮豊隆の資料

も常設展示されています。

それに合わせて図書館でも、小宮

豊隆の著作や直筆原稿などを展示し

ていますので、ぜひご覧ください。

期間は１２月末まで。
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～小説～ 

■『みんなが知りたかった!マイナンバーで損する

人得する人』 TAC 出版編集部(編著)  TAC 株式

会社出版事業部 ■『ニッポンのトリセツ』 ゴー

シュ(編) 立東舎 ■『母がおカネをかくします。』 

吉川浩(編) 小学館■『センスのいい女は安い服を

おしゃれに見せるワザを持っている』 為井真野

(著) 幻冬舎 ■『娘になった妻、のぶ代へ』 砂

川啓介(著) 双葉社 ■『ニワトリと暮らす』 和

田義弥（著） 地球丸■『持たないていねいな暮ら

し』 マキ(著) すばる舎 ■『サンタクロースの

部屋』 松岡享子(著) こぐま社 

～その他～ 

『冒険者たち ガンバと十五ひきの仲間』 

斎藤 惇夫（作） 薮内 正幸（画） 岩波書店（1982） 

 

この秋公開された映画『ＧＡＮＢＡ 

ガンバと仲間たち』の原作。映画化 

を知り、懐かしさから読み返しまし 

た。やっぱり、いい！！獰猛なイタ 

チに追われ、行き場を失くしたネズ 

ミたちが知恵と勇気で闘います。 

仲間っていいな。  ［ｉｉ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

「戦艦大和の台所 海軍食グルメ・アラカルト」  

      高森 直史（著） 光人社（2010） 

世界最大の超弩級戦艦「大和」。このフネを支えていた

乗組員たちは何を食べていたのでしょうか？ 

海軍の食事情から、握り飯の形が海軍は 

△型で陸軍は○型なのはなぜなのかなど 

「大和」に限らず幅広く書かれて 

います。［めんだこ］ 

図書館員のおすすめ本 

■『わが心のジェニファー』 浅田次郎(著) 小学館 ■

『あこがれ』 川上未映子(著) 新潮社 ■『ヒトでな

し 金剛界の章』 京極夏彦(著) 新潮社 ■『ここで生

きる』 倉阪鬼一郎(著) 二見書房 ■『リクと白の王国』 

田口ランディ(著) キノブックス ■『Killers』上・下 

堂場舜一(著) 講談社 ■『残月殺法剣』 森詠(著)二見

書房 ■『葬偽屋は弔わない』 森晶麿(著) 河出書房新

社 ■『ネンレイズム/開かれた食器棚』 山崎ナオコー

ラ(著) 河出書房新社 ■『流される美学』曽野綾子 

(著) 興陽館 ■『書店主フィクリーのものがたり』 

ガブリエル・ゼヴィン(著) 早川書房 

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『暗黒女子』      秋吉 理香子（著）  

            双葉社（2013） 

女子高一のカリスマ生徒が死んだ一週間後、彼女が会 

長を務めていた文学サークルのサロンで、闇鍋を食し 

ながら「彼女の死」をテーマにした小説を部員全員が 

     発表していく。この中の誰かがその死に関 

     わっていたのか？彼女は自殺？それとも他 

     殺？読み進む中、全員が怪しいと推理した 

     後に待ち受ける衝撃のラストは！［り］ 

『しばわんこの和のこころ』川浦 良枝（絵と文） 

白泉社（2002） 

         なんだか「和」の作法や暮らしが 

気になるしばわんこ。 

しばわんこと一緒に日本に古くか 

ら伝わる作法や暮らしの知恵を学 

びましょう。きっと、年末年始の 

準備や行事に役立ちますよ。[綿辺] 

『そうか、もう君はいないのか』 

城山 三郎（著） 

新潮社（2008） 

経済小説家である著者が、癌で

亡くなった妻との思い出を綴っ

た、遺稿をまとめた一冊。引き込

まれる文章と飾らない言葉に、

深い愛情が滲んでいます。［Ｋ］ 

『ターシャ・テューダーのクリスマス』   

 ハリー・デイヴィス（著）ジェイ・ポール（写真） 

相原 真理子（訳）       文藝春秋（2000） 

        

 

 

 ろうそくから手作りするリー

ス、ツリーに飾るジンジャーブ

レッド・・・シンプルな暮らしぶ

りが人気なターシャの、心のこ

もったクリスマスが紹介された

１冊です。[しっぽ] 

 




